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法学研究61巻7号（’88：7）

霜
野
寿
亮
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

　
霜
野
寿
亮
君
が
提
出
し
た
学
位
請
求
論
文
『
政
治
権
力
研
究
の
理
論
的

課
題
』
の
全
体
的
構
成
は
、
三
部
全
九
章
に
お
よ
び
序
言
と
結
言
か
ら
な

る
、
そ
の
概
略
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
序
言
問
題
の
確
認

　
第
一
部
権
力
研
究
と
政
治
学
の
理
論

　
　
第
一
章
政
治
学
に
お
け
る
権
力
研
究

　
　
第
二
章
勢
力
測
定
の
諸
方
法

　
　
第
三
章
政
治
権
力
の
測
定
に
つ
い
て

　
第
二
部
権
力
研
究
と
社
会
学
の
理
論

　
　
第
一
章
社
会
学
に
お
け
る
権
力
研
究

　
　
第
二
章
権
力
概
念
の
検
討
…
…
パ
ー
ソ
ソ
ズ
の
構
造
機
能
主
義
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第
三
章

結　　　第
　第第第三
言三二一部
　章章章

　
ニ
ク
ラ
ス
・
ル
ー
マ
ソ
の
権
力
概
念
に
つ
い
て
：

　
機
能
主
義
と
意
味
の
生
成
…
…

〈
主
意
主
義
〉
的
権
力
概
念
へ
の
道
程

　
分
析
視
点
の
方
法
論
的
確
認

　
社
会
学
に
お
け
る
秩
序
と
権
力
の
問
題

　
政
治
学
に
お
け
る
秩
序
と
権
力
の
問
題

　
目
標
と
し
て
の
〈
主
意
主
義
〉
的
権
力
論

－
等
価



特別記事

上
記
各
部
各
章
の
初
出
一
覧
は
下
記
の
通
り
で
あ
る
．

第
一
部
第
二
章
法
学
研
究
（
慶
鷹
義
塾
大
学
）
四
七
巻
四
、
五
号
、

　
　
　
　
　
　
一
九
七
四
。

第
一
部
第
三
章
　
法
学
研
究
（
慶
鷹
義
塾
大
学
）
四
七
巻
九
号
、
一
九

　
　
　
　
　
　
七
四
．

第
二
部
第
二
章
法
学
研
究
（
慶
鷹
義
塾
大
学
）
四
三
巻
六
号
、
一
九

　
　
　
　
　
　
七
〇
。

第
二
部
第
三
章
慶
鷹
義
塾
創
立
一
二
五
年
記
念
論
文
集
法
学
部
政
治

　
　
　
　
　
　
学
関
係
、
一
九
八
三
。

第
三
部
第
一
章
法
学
研
究
（
慶
鷹
義
塾
大
学
）
六
一
巻
一
号
、
一
九

　
　
　
　
　
　
八
八
（
予
定
）
。

第
三
部
第
二
章
　
法
学
研
究
（
慶
鷹
義
塾
大
学
）
五
九
巻
一
一
号
、
一

　
　
　
　
　
　
九
八
六
．

第
三
部
第
三
章
法
学
研
究
（
慶
鷹
義
塾
大
学
）
五
九
巻
四
号
、
一
九

　
　
　
　
　
　
八
六
。

結
　
　
　
　
言
　
法
学
研
究
（
慶
鷹
義
塾
大
学
）
六
一
巻
一
号
、
一
九

　
　
　
　
　
　
八
八
（
予
定
）
．

　
同
君
は
、
一
九
六
九
年
慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
助
手
に
任
用
さ
れ
て
以

来
、
終
始
一
貫
し
て
《
政
治
権
力
論
V
の
研
究
に
一
意
専
心
し
て
き
た
。

秩
序
と
権
力
の
生
成
、
創
出
に
か
か
わ
る
問
題
、
つ
ま
り
、
人
々
の
間
に

秩
序
や
権
力
が
、
何
故
、
ど
の
よ
う
に
生
れ
、
共
有
さ
れ
て
い
く
の
か
、

と
い
う
社
会
学
お
よ
び
政
治
学
の
領
域
に
お
け
る
古
く
か
ら
の
根
本
問
題

に
こ
だ
わ
り
つ
づ
け
て
き
た
。
同
君
の
表
現
に
よ
る
と
、
”
政
治
権
力
に

関
す
る
考
察
に
は
実
に
長
い
思
惟
的
理
論
の
系
譜
が
あ
る
“
が
、
”
我
々

が
い
ま
獲
得
で
き
る
科
学
的
知
識
は
あ
ま
り
に
も
微
々
た
る
も
の
で
あ
り

断
片
的
な
も
の
に
過
ぎ
な
い
”
の
で
、
そ
の
よ
う
な
現
状
を
な
ん
と
か
し

た
い
と
言
う
願
望
が
本
論
文
執
筆
の
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
、
と
述
べ
て

い
る
．
本
提
出
論
文
は
、
そ
の
意
味
で
、
同
君
の
こ
れ
ま
で
の
長
期
間
の

研
究
業
績
を
体
系
的
に
再
構
成
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。

　
本
論
文
の
基
本
的
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
．

　
ま
ず
、
第
一
部
で
は
、
現
在
の
政
治
学
に
お
け
る
権
力
研
究
を
概
観
し

（
第
一
章
）
、
特
に
権
力
関
係
の
測
定
に
関
す
る
研
究
に
注
目
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
（
第
二
章
）
、
既
存
の
権
力
研
究
領
域
で
の
理
論
的
欠
陥
を
論
証
し

よ
う
と
す
る
（
第
三
章
）
。

　
第
二
部
に
お
い
て
、
次
に
、
権
力
現
象
を
理
論
的
に
説
明
し
よ
う
と
し

て
き
た
社
会
学
の
領
域
に
転
じ
当
該
領
域
で
の
権
力
研
究
を
概
観
し
（
第

一
章
）
、
な
か
で
も
社
会
学
的
機
能
主
義
に
注
目
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
（
第

二
章
）
、
こ
の
領
域
に
み
ら
れ
る
理
論
上
の
説
明
の
致
命
的
欠
陥
を
指
摘

し
よ
う
と
す
る
（
第
三
章
）
。

　
そ
し
て
、
最
後
に
、
第
三
部
で
、
権
力
現
象
に
関
す
る
既
存
研
究
の
多

く
は
、
全
体
社
会
の
営
み
と
の
関
連
性
を
欠
き
、
理
論
的
に
首
尾
一
貫
し

た
理
論
枠
組
み
を
欠
く
．
混
沌
と
し
た
現
状
に
あ
る
と
す
る
認
識
に
立
脚

し
て
、
こ
の
よ
う
な
混
沌
状
況
か
ら
の
離
脱
の
た
め
の
理
論
、
方
法
を
探

求
し
よ
う
と
す
る
。
つ
ま
り
、
社
会
現
象
全
体
に
関
す
る
説
明
の
な
か
で
、
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勢
力
と
権
力
に
言
及
で
き
る
概
念
枠
組
み
を
構
築
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
の
準
備
作
業
と
し
て
、
ま
ず
「
理
論
」
と
い
う
用
語
が
意
味
す

る
事
柄
を
明
示
し
、
か
つ
、
同
君
が
立
脚
す
る
「
理
論
的
視
角
」
、
つ
ま

り
、
説
明
し
よ
う
と
す
る
現
象
の
範
囲
を
事
前
に
確
定
し
、
か
つ
、
そ
の

現
象
を
見
据
え
る
視
点
、
を
明
示
し
よ
う
と
す
る
．
そ
の
上
で
、
理
論
展

開
の
核
と
な
る
〈
主
意
主
義
〉
の
立
場
が
選
択
さ
れ
る
（
第
一
章
V
。
〈
主

意
主
義
〉
の
立
場
は
、
さ
ら
に
、
社
会
学
の
理
論
の
領
域
（
第
二
章
）
、
お

よ
び
、
政
治
学
の
理
論
の
領
域
（
第
三
章
）
に
お
い
て
、
お
の
お
の
学
説
史

的
に
再
検
討
さ
れ
て
い
る
．

　
こ
の
よ
う
な
準
備
作
業
を
徹
底
さ
せ
て
お
い
て
、
最
後
に
、
本
論
文
の

結
言
と
し
て
、
政
治
権
力
を
〈
主
意
主
義
〉
的
な
社
会
理
論
な
い
し
政
治

理
論
の
枠
組
み
の
な
か
で
説
明
す
る
必
要
性
を
提
唱
し
、
〈
主
意
主
義
〉

的
権
力
論
の
独
自
の
構
想
を
展
開
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
本
論
文
の
基
本
的
特
徴
は
、
政
治
権
力
論
に
関
す
る

政
治
学
お
よ
び
社
会
学
の
領
域
に
お
け
る
既
存
研
究
の
学
説
史
的
検
討
に

立
脚
し
な
が
ら
、
論
文
執
筆
老
独
自
の
政
治
権
力
論
を
展
開
し
よ
う
と
し

て
い
る
点
に
認
め
ら
れ
る
。

　
次
に
、
各
部
、
各
章
の
内
容
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　
第
一
部
（
権
力
研
究
と
政
治
学
の
理
論
）
お
よ
び
第
二
部
（
権
力
研
究

と
社
会
学
の
理
論
）
は
、
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
同
君
の
政
治
権
力

論
研
究
の
出
発
点
と
な
っ
た
論
考
で
あ
る
。
そ
し
て
、
第
三
部
（
〈
主
意

主
義
〉
的
権
力
概
念
へ
の
道
程
）
は
、
同
君
自
身
の
政
治
権
力
論
に
つ
い

て
の
構
想
を
具
体
的
に
提
示
し
、
か
つ
、
図
式
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
部

分
に
当
た
る
．
以
下
、
主
と
し
て
、
第
三
部
の
内
容
に
立
入
る
こ
と
に
す

る
。　
第
三
部
第
一
章
は
、
ω
論
ず
べ
き
問
題
範
囲
の
確
定
、
㈲
科
学
的
説
明

の
基
準
、
⑥
社
会
現
象
の
科
学
的
認
識
、
㈲
主
意
主
義
的
説
明
の
特
色
、

㈲
主
意
主
義
と
個
人
主
義
、
の
五
つ
の
節
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
論
理

構
成
の
周
到
な
準
備
作
業
を
最
初
の
三
節
で
展
開
し
て
お
い
て
、
同
君
は
、

そ
の
主
意
主
義
的
個
人
主
義
的
立
場
を
鮮
明
に
う
ち
出
そ
う
と
す
る
。
そ

の
根
底
に
は
、
T
・
パ
ー
ソ
γ
ズ
の
主
意
主
義
的
機
能
主
義
的
行
為
論
に

対
す
る
批
判
が
準
備
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
行
為
に
お
け
る
人
間
の
能

動
性
、
自
発
性
、
意
思
を
重
視
す
る
主
意
主
義
的
行
為
論
を
体
系
化
し
よ

う
と
し
て
き
た
パ
ー
ソ
ソ
ズ
が
、
そ
の
後
、
社
会
の
所
与
性
、
創
発
性
、

規
範
性
を
中
心
と
し
た
規
範
主
義
に
次
第
に
傾
斜
し
て
い
っ
た
理
論
展
開

に
対
し
、
同
君
は
、
あ
く
ま
で
も
、
行
為
論
、
権
力
論
に
お
け
る
人
間
の

主
意
性
、
能
動
性
、
自
発
性
を
重
要
視
す
る
立
場
を
貫
徹
し
よ
う
と
す
る
。

そ
の
た
め
に
、
科
学
的
認
識
、
科
学
的
説
明
に
関
し
実
証
主
義
、
功
利
主

義
、
理
想
主
義
と
主
意
主
義
、
さ
ら
に
、
集
合
主
義
と
個
人
主
義
の
関
係

を
詳
細
に
検
討
し
よ
う
と
す
る
．

　
次
の
第
二
章
お
よ
び
第
三
章
は
、
そ
れ
ぞ
れ
社
会
学
お
よ
び
政
治
学
の

領
域
に
お
け
る
代
表
的
な
学
説
の
検
討
に
当
て
ら
れ
て
い
る
。
主
意
主
義

的
理
論
枠
組
み
の
構
築
に
関
連
し
、
か
つ
、
同
君
の
関
心
と
重
な
り
あ
う

重
要
文
献
の
幅
広
い
検
討
が
な
さ
れ
る
．
そ
し
て
、
取
上
げ
ら
れ
た
各
学
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説
は
、
¢◎
秩
序
形
成
．
⑧
間
主
観
性
の
確
保
、
③
主
意
主
義
的
説
明
．
⑨

政
治
権
力
の
創
出
、
⑧
正
当
性
の
論
理
的
説
明
、
㈲
理
論
の
基
本
的
前
提
、

⑥
論
理
的
課
題
、
の
七
項
目
別
に
図
式
的
に
逐
一
考
察
さ
れ
て
い
る
。
考

察
の
対
象
と
な
る
学
説
は
、
デ
ュ
ル
ケ
ム
（
社
会
的
事
実
）
、
ウ
ェ
ー
バ
ー

（
秩
序
概
念
）
、
パ
ー
ソ
ソ
ズ
（
主
意
主
義
的
行
為
理
論
）
、
ル
ー
マ
ソ
（
等
価
機

能
主
義
）
、
ホ
マ
γ
ズ
（
社
会
行
動
）
、
ブ
ラ
ウ
（
交
換
理
論
）
、
お
よ
び
、
プ

ラ
ト
ン
（
国
家
論
）
、
ホ
ッ
ブ
ス
（
闘
争
状
態
）
、
ロ
ッ
ク
（
自
然
状
態
）
、
ロ

ー
ル
ズ
（
正
義
論
）
、
合
理
的
選
択
理
論
、
等
で
あ
る
．
そ
し
て
、
こ
れ
ら

の
既
存
研
究
の
検
討
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
理
論
の
多
く
が
そ
の
理
論
的
前

提
を
明
示
し
て
い
な
か
っ
た
点
を
指
摘
し
、
”
主
意
主
義
的
立
場
を
保
持

し
つ
つ
、
秩
序
の
成
立
を
個
人
行
動
か
ら
論
理
整
合
的
に
い
か
に
説
明
す

る
か
、
そ
の
秩
序
成
立
過
程
の
理
論
の
な
か
に
政
治
と
国
家
と
権
力
を
い

か
に
組
み
込
む
か
・
が
．
同
君
の
理
論
構
築
の
際
の
最
重
要
課
題
と
な
っ

て
い
る
。

　
そ
し
て
、
最
後
に
．
結
言
（
目
標
と
し
て
の
〈
主
意
主
義
〉
的
権
力
論
）

で
、
同
君
は
、
こ
れ
ま
で
の
主
張
を
次
の
よ
う
に
簡
明
に
図
式
化
し
よ
う

と
し
て
い
る
。

　
ω
主
意
主
義
的
説
明
の
基
準
を
、
＠
基
本
的
立
場
、
⑥
行
為
概
念
、
＠

行
為
理
論
、
⑥
社
会
理
論
、
＠
政
治
理
論
、
ω
残
さ
れ
た
問
題
、
の
六
項

目
に
要
約
し
て
説
明
し
よ
う
と
す
る
．

　
㈲
説
明
基
準
の
暫
定
的
着
想
は
、
次
の
、
＠
根
本
的
発
想
、
⑥
外
在
的

与
件
、
＠
行
動
と
場
面
、
⑥
観
察
者
前
提
、
＠
行
為
の
概
念
、
ω
行
為
の

着
手
、
⑧
行
為
の
遂
行
．
ω
相
互
的
作
用
、
ω
行
為
と
権
力
、
①
間
主
観

性
、
G
O
秩
序
の
成
立
、
ω
社
会
的
特
性
、
㈹
統
合
の
条
件
、
＠
政
治
の
概

念
、
＠
社
会
と
権
力
、
＠
政
治
と
権
力
、
＠
正
統
性
概
念
、
ω
残
さ
れ
た

課
題
の
十
八
項
目
に
し
た
が
っ
て
説
明
さ
れ
る
．

　
そ
し
て
説
明
の
『
基
準
』
と
暫
定
的
『
着
想
』
の
提
示
に
よ
り
、
同
君

は
、
結
論
と
し
て
、
．
基
本
的
に
は
伝
統
的
な
科
学
観
に
近
づ
け
る
方
向

で
機
能
主
義
理
論
の
軌
道
修
正
を
図
り
つ
つ
”
か
つ
“
あ
く
ま
で
も
個
々

人
の
存
立
願
望
を
理
論
の
最
終
根
拠
に
し
て
政
治
権
力
の
正
統
性
を
規
定

し
て
ゆ
く
”
こ
と
の
方
向
づ
け
を
確
立
し
え
た
と
自
負
し
て
い
る
。

　
次
に
、
本
論
文
に
つ
い
て
の
評
価
を
述
べ
る
。

　
博
士
学
位
論
文
の
基
本
的
評
価
は
、
研
究
主
題
に
つ
い
て
の
既
存
研
究

の
範
囲
の
選
定
、
選
定
さ
れ
た
既
存
研
究
の
検
討
、
既
存
学
説
批
判
か
ら

展
開
さ
れ
る
独
自
構
想
の
展
開
、
等
の
適
切
性
、
妥
当
性
、
論
理
性
、
科

学
性
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
既
存
研
究
の
選
定
は
、
社
会
学
の
領
域
に
お
い
て
は
、
”
機
能
主
義
理

論
と
行
為
理
論
の
系
譜
の
み
に
限
定
”
さ
れ
て
い
る
。
限
定
さ
れ
た
限
り

に
お
い
て
は
、
代
表
的
な
重
要
文
献
は
網
羅
的
に
考
察
さ
れ
て
い
る
と
言

っ
て
よ
い
。
同
君
の
過
去
十
数
年
の
学
説
研
究
の
蓄
積
が
そ
の
基
礎
と
な

っ
て
い
る
。
一
方
、
政
治
学
の
領
域
に
お
け
る
既
存
研
究
の
選
択
に
つ
い

て
は
、
政
治
権
力
測
定
の
よ
う
な
政
治
社
会
学
的
な
研
究
を
除
い
て
、
必

ず
し
も
重
要
文
献
が
漏
れ
な
く
全
般
的
に
検
討
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
．
ま
た
我
が
国
で
な
さ
れ
た
政
治
学
、
社
会
学
の
領
域
に
お
け
る
権
力
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研
究
に
つ
い
て
、
ほ
と
ん
ど
学
説
史
的
に
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
ら

の
点
に
つ
い
て
は
一
考
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
．

　
既
存
研
究
の
検
討
、
批
判
に
つ
い
て
は
、
同
君
が
最
も
強
く
忌
避
す
る

「
あ
い
昧
さ
」
を
終
止
一
貫
し
て
排
除
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
は
高
く
評
価

さ
れ
る
。
そ
し
て
、
同
君
の
強
靭
な
論
理
的
分
析
力
も
評
価
の
対
象
と
な

る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
同
君
自
身
の
論
理
展
開
に
内
在
す
る
「
あ
い
昧

さ
」
が
皆
無
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
．
例
え
ば
、
第
三
部
第
二
章
お
よ
び

第
三
章
で
用
い
ら
れ
た
学
説
批
判
の
た
め
の
七
つ
の
共
通
の
分
析
項
目
”

σ9

秩
序
形
成
、
⑧
問
主
観
性
の
確
保
、
⑥
主
意
主
義
的
説
明
、
⑪
政
治
権

力
の
創
出
、
⑨
正
当
性
の
論
理
的
説
明
、
㈲
理
論
の
基
本
的
前
提
、
⑨
論

理
的
課
題
、
の
設
定
準
拠
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。
ど
の
よ
う
な
論
理
的

必
然
性
に
依
拠
し
て
設
定
さ
れ
た
の
か
、
は
な
は
だ
「
あ
い
昧
」
で
あ
る

と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
さ
ら
に
、
既
存
学
説
を
拘
束
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
的
文
脈
、
社
会
的

背
景
、
思
想
史
的
状
況
を
捨
象
し
、
同
君
の
設
定
し
た
〈
あ
い
昧
〉
な
分

析
項
目
で
も
っ
て
．
一
刀
両
断
的
に
既
存
文
献
を
批
判
し
評
価
し
位
置
づ

け
る
こ
と
に
は
疑
問
が
残
る
。
同
君
の
科
学
的
認
識
、
科
学
的
説
明
の
立

場
か
ら
す
れ
ぽ
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
文
化
相
対
主
義
的
な
観
点
は

一
顧
だ
に
さ
れ
て
い
な
い
。
権
力
に
つ
い
て
の
認
識
の
文
化
的
な
多
様
性

の
解
明
は
．
同
君
に
と
っ
て
今
後
の
重
要
な
研
究
課
題
の
一
つ
と
な
る
で

あ
ろ
う
。

　
最
後
に
、
同
君
の
権
力
論
構
想
に
つ
い
て
も
、
結
言
の
と
こ
ろ
で
導
入

さ
れ
た
「
主
意
主
義
的
説
明
の
基
準
』
の
た
め
の
六
項
目
、
お
よ
び
、

「
説
明
基
準
の
暫
定
的
着
想
」
を
説
明
す
る
た
め
の
十
八
項
目
に
関
し
て
．

論
点
は
権
力
論
の
展
開
か
ら
主
意
主
義
的
機
能
主
義
理
論
の
一
般
理
論
化

へ
と
拡
散
し
て
し
ま
っ
た
感
が
強
い
。
つ
ま
り
、
同
君
の
主
張
す
る
主
意

主
義
的
権
力
論
の
意
義
、
限
界
に
つ
い
て
、
必
ず
し
も
明
確
に
論
述
さ
れ

て
い
る
と
は
い
い
が
た
い
．
し
か
し
、
本
論
文
に
展
開
さ
れ
た
考
察
は
、

今
後
、
同
君
も
述
べ
る
よ
う
に
、
”
こ
れ
ま
で
に
く
ら
べ
、
科
学
的
に
よ

り
明
快
な
理
論
図
式
を
提
示
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
“
、
ま
た
、
猷
思

惟
的
な
議
論
を
整
理
し
う
る
理
論
枠
組
獲
得
の
期
待
が
持
て
る
・
よ
う
に

な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
疑
義
は
な
い
。

　
以
上
、
霜
野
寿
亮
君
の
博
士
学
位
請
求
論
文
は
、
そ
の
研
究
態
度
、
学

問
的
力
量
か
ら
判
断
し
、
慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
博
士
の
学
位
を
授
与
す
る

に
相
応
し
い
と
判
定
さ
れ
る
。

一
九
八
八
年
二
月
五
日

　
　
主
査
慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
教
授
　
社
会
学
博
士
　
十
時
　
嚴
周

　
　
副
査
慶
鷹
義
塾
大
学
名
誉
教
授
　
　
法
学
博
士
　
　
生
田
　
正
輝

　
　
副
査
慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
教
授
　
　
　
　
　
　
堀
江
　
　
湛
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